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イノベーションの構造イノベーションの構造イノベーションの構造イノベーションの構造

－トランジスタ－トランジスタ－トランジスタ－トランジスタ
　　　　（真空管）（真空管）（真空管）（真空管）

－－－－MOSFETMOSFETMOSFETMOSFET
　　　　（（（（接合型トランジスタ）接合型トランジスタ）接合型トランジスタ）接合型トランジスタ）

－－－－HEMTHEMTHEMTHEMT
　　　　（（（（SiSiSiSi----MOSFETMOSFETMOSFETMOSFET））））
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トランジスタとトランジスタとトランジスタとトランジスタとMOSFET

増幅効果　
発見/1947

Bardeen & Brattain ：
　表面準位の研究

Ge点接触

型トランジ
スタ/1947

表面の　
量子力学

Bardeen ： 　

　なぜ失敗？
　科学的解

明

De Forest ：
3極真空管

/1906

Shockley ：固体への
置き換え：不可能/1946
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パラダイム破壊型イノベーションの生成プロセスパラダイム破壊型イノベーションの生成プロセスパラダイム破壊型イノベーションの生成プロセスパラダイム破壊型イノベーションの生成プロセス

1.   既存技術既存技術既存技術既存技術 A の外挿線上に，求めるイノベーションの解は存の外挿線上に，求めるイノベーションの解は存の外挿線上に，求めるイノベーションの解は存の外挿線上に，求めるイノベーションの解は存

在しない。在しない。在しない。在しない。

2. 既存技術を成立させている科学的知見既存技術を成立させている科学的知見既存技術を成立させている科学的知見既存技術を成立させている科学的知見 S にまで下りていっにまで下りていっにまで下りていっにまで下りていっ

て初めて，新しいパラダイムて初めて，新しいパラダイムて初めて，新しいパラダイムて初めて，新しいパラダイム P が発見される。が発見される。が発見される。が発見される。

3.   新しいパラダイム新しいパラダイム新しいパラダイム新しいパラダイム P が得られたあとに初めて，新しい技術が得られたあとに初めて，新しい技術が得られたあとに初めて，新しい技術が得られたあとに初めて，新しい技術
A*の実行情報が形式知となる。の実行情報が形式知となる。の実行情報が形式知となる。の実行情報が形式知となる。

　　　　　　　　S の研究をやっていれば，自然に新しい技術の研究をやっていれば，自然に新しい技術の研究をやっていれば，自然に新しい技術の研究をやっていれば，自然に新しい技術A*を創造できる，とを創造できる，とを創造できる，とを創造できる，と

いう考え（線形モデル）は，誤り。いう考え（線形モデル）は，誤り。いう考え（線形モデル）は，誤り。いう考え（線形モデル）は，誤り。

4.   1－－－－3の一連のプロセスの一連のプロセスの一連のプロセスの一連のプロセスA→→→→S→→→→P→→→→A*を行なったチームのを行なったチームのを行なったチームのを行なったチームの

中に，事業を最終的に成功させる責任者が中核として存在中に，事業を最終的に成功させる責任者が中核として存在中に，事業を最終的に成功させる責任者が中核として存在中に，事業を最終的に成功させる責任者が中核として存在
していて，そのプロセスに関わる暗黙知を共有している。していて，そのプロセスに関わる暗黙知を共有している。していて，そのプロセスに関わる暗黙知を共有している。していて，そのプロセスに関わる暗黙知を共有している。

⇒　暗黙知の「共鳴場」⇒　暗黙知の「共鳴場」⇒　暗黙知の「共鳴場」⇒　暗黙知の「共鳴場」 をどう育むかが，企業にとって最重要。をどう育むかが，企業にとって最重要。をどう育むかが，企業にとって最重要。をどう育むかが，企業にとって最重要。
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